
讀
者
の
領
分

注意

長
文
及
水
彩
畫

に
無
關
係

の
も
の
は
御
斷
り
。

◎
印
は
編
者
の
答
。

投
書
の
要
點
の
み
を
掲
ぐ

■
一

　
『
み
づ

ゑ
』
彩
色
版
寫

眞

版

と
も
原
畫

の
寸

法

を
御
記

入
下
さ

い
。
寸
法

面
倒

な
ら
何

く

つ
切

と
丈
け
で

も

二
　
『
み
づ

ゑ
』
二
ヶ
年

一
大

水
彩
畫

附
録

て
ふ
な
事
は
叶

ま

せ
ん
か
、
大

下
先
生
筆
精

巧
無
比

と

い
ふ

や
う
な
(
兵
庫

M
Y

生

)◎
一
　

二

十

四

の
口
繪

は

四

ツ
切
、
本
號

は
二

ッ
切

、
中

の

石
版
圖
案

は
何

れ
も
原
畫

と
同

一
大

、

二
　

多

忙

な

の
と

會

に
金

の
な

い
の
と
で

一
寸

ム
ツ
カ

シ
イ

事
と

思

ひ
ま
す
■

博
覧
會

の
繪

を
見

て
平
生

の
文

章

や
噂
で

水
彩
畫

家
を
想
像
す

る
と
、
発

づ
春
鳥

會

て
は
、
大
下
先

生
は

や
さ
し

い
方

、
丸

山
先
生

は
面
白

い
方
、
河
合

先
生

は
靜

か
な
方

、
大
橋

先

生
は

チ
ト
分
ら
な

い
が
ま
あ

お
と
な
し

い
方

、
夫

か
ら

三
宅

先
生
は

む
づ

か
し

い
方
、

石
川
先
生

は

無
邪
氣
な
方

、
他

の
先
生
方

は
と
て
も

分
ら
な

い

(
田
舎
者

)
■
諸

君
永
く

失
禮

、
僕
は

四
月

八
日

に

サ
ガ

レ

ン
島

ヘ
ゆ
き

ま
し
た
、

ハ
ガ
キ
一
枚

出
す

の
に
も
數

里

を
行

か
ね
ば
な
ら
ぬ

不

便

の
地

ゆ

へ
、
七
月

下
旬

函
舘

へ
一
歸つ
て
か
ら

盛

ん

に
交
換

を
願

ひ
ま
す
、
サ
ガ

レ

ン
附
近

の

ス
ケ

ツ
チ
を
差

上
ま
す

(
サ
ガ

レ

ン
島
西
海
岸
テ

モ
ド

マ
リ

一
七

三
號
漁

舎

に
て
小
島
虎
太
郎

)
■

諸

君
、

東
京
美

術

學
校

々
友
會
月
報
、

平

旦

、
光
風

、
月
刊

ス
ケ

ツ
チ
、
明
星
、
寫
眞
例
題
集
其
他
地
方

の
會

の
發

行
に
な
る
美
術
雜
誌
何
號
に
て
も
よ
ろ
し
け

れ
ば

御
送
り
を
願
ふ
、
相
當
の
御
禮
は
必
す
致
し
ま
す

(
青
森
縣

三
戸
二
日

町
五
六
、
松
尾
大
作
)
■
文
房

堂
は
振
替
貯
金
で
註
文
し
た
品
を
十
日
經

つ
て
も

送
ら
ぬ
、
し
か
も

一
回
催
促
を
し
て
も
・
・
・
・
不
都

合
極
ま
る
(
地
方
會
員

)◎
振
替
貯
金
は
普
通
郵
便

よ
り

二
三
日
遅

れ
て
來
る
の
で
す
が
兎
に
角
序

に

注
意
し
て
置
き
ま

せ
う
■
『
み
づ
ゑ
』第

一
と
英
國

製
水
彩
畫

用
丸
形
陶
器

パ
レ
ツ
ト
(
價
七
十
錢

程

)

と
交
換
し
て
下
さ
る
人
は
下
名
迄
、
但
パ
レ
ツ
ト

は
無
疵
故
『
み
づ
ゑ
』
も
あ
ま
り
傷
み
の
な
い
も
の

を
(小
樽
區

手
宮
町
十
五
、
松
田
新
)
■
繪
ハ
ガ
キ

競
技
會
は

毎
月
な
さ
れ

ん
事
を

希
望
す

(
會
員

の
一
人
)
■
皆
さ
ん

へ
、
自
筆
水
彩
繪
葉
書
及
ワ

ツ
ト

マ
ン
十
六
切
の
自
筆
水
彩
畫
を

交

換

し

て

下
さ

い
、
畫
面
に
文
字
な
き
者
を

(
兵
庫
縣
明
石

郡
多
聞
村
朽
木
春
翠
)
■
僕
の
驅
け
出
し
な
る
、

汀
鶯

と
云
ふ
が
大
下
先
生
の
別
號
と
は
知
ら
す
、

菱
花
灣
日
記
を
讀
み
な
が
ら
先
生
が
目
と
鼻

の
前

に
お
出
の
事
を
知
ら
ず
に
居
た
、
若
し
知
つ
て
ゐ

た
ら
是
非
御
宿
で
も
し
て

ス
ケ
ツ
チ
の
お
供
で
も

し
た
も
の
を
と
今
更
遺
憾
に
堪

へ
な

い
、
是
か
ら

避暑
旁
房
州
地
方

に
畫
嚢
を
荷
は
れ
る
先
生
方

や

會
員
諸
君
は

是
非
小
屋
に
御
立
寄
り
下
さ
い
、十

分
宿
舎
其
他

の
御
便
宜
を
計
り
ま
す

(
房
州
北
條

町
六
軒
町
白
井
保
格

)
◎
幹
部

の
人
々
が
旅
行
す

る
時
は
其
地
方
附
近
の
會
員
や
讀
者
に
い
つ
も

一

寸
御
通
知

致
し

ま
す
菱

花
灣

日
記

は
本

年
の
旅

行

で

は

あ
り

ま
せ
ん
■
『
み
づ

ゑ
』
が
來
た

、
殆

と
こ

れ
が
癖

の
痙
攣
的

に
紙
幣

を
勘
定
す

る
程
度

の
早

さ
で

一
頁

一
頁

極
く
雜

つ
と
見

る
、
そ
れ
か

ら
口

繪
を
凝
と
見

る
、
す

る
と
何

か
し
ら
其
繪

に
關

聯

し
た
清

い
美

は
し

い
思
想

が
湧

い
て
來

る
、
其
思

想

の
糸
を

手
繰
り

た
ど
り

て
迷

宮
の
奥

深
く
這

入

り

込

む
、
そ
れ
が
僕

に
は

非
常

に
樂

し
み
だ
、
今

度

の
ア
ル

ハ

ン
ブ

ラ
な

ど
は
耐

ら
ん
程
僕
を
★

ば

し
た
　
明
麿

)
■
二
十

四

の
口
繪

ア
ル

ハ
ン
ブ
ラ

を

見

て
ア
ー
ビ

ン
グ
の
三
人

の
美

姫
を
思

ひ
起
し
美

し

い
感

に
う

た
れ
ま

し
た
（
平
磯

の
人

)

△
西
川
、
久
野
、
江
口
、
杉
浦
、
村
田
、
小
林
、

淺
野
等
の
諸
氏
發
記

人
と
な
り
東
京
寫
眞
研
究
會

な
る
も
の
を
起
し
毎
月

の
例
會

に
は
通
俗
的
に
寫

眞
術

の
講
義
を
な
し
年
四
圓
撮
影
會
を
催
す
よ
し

に
て
會
員
を
募
集
中
な
り
事
務
所
は
東
京
牛
込
區

下
宮
比
町
十
、
久
野
轍
輔
氏
方
な
り

　
　
　
　
　
評

東
都
花
名
所

十

二
月
(上
)
丸
山
晩
霞
筆

　
　
　
　
　
　
　
日
本
橋
區

通
二
丁
目
　
松
聲
堂

石
版
刷
繪
葉
書
六
枚
金
三
拾
錢

右
は
其
名
の
示
す
が
如
く
名
所
の
花
を
寫

せ
し
者

に
し
て
濃
艶
を
極
め
た
り


